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◎　政策の基本情報

２　成果指標の達成状況

３　政策に対する各施策の達成度

C
大規模スポーツ大会
やイベントの入込者
数（人）

183千人
192
千人

4

3
大規模ス
ポーツ大
会の開催

1
生涯ス
ポーツの
推進

地域で行うスポーツ教室や
早起きマラソン等の延べ参
加者数（人）

191千人
191
千人

C
191
千人

2
競技ス
ポーツの
推進

全国大会出場件数
（件）

117件 119件 A

173
千人

108件 121件

達成度 [達成状況に関する背景・要因]

Ｃ

「運動をどの程度行っているか」との設問に対し、回答者が運動をどの程度のレベルとして捉えているかは、回答者の
主観や年代によって解釈が異なっている部分もあると考えられる。
個人の運動への興味・関心という側面も大きく影響しており、個人がスポーツの団体やサークルに所属しているか否
かもアンケートの回答には大きく影響してくると思われる。

№ 施策名 成果指標名
Ｈ27

(基準年度)
H29 H30 R1 前年実績

との比較
達成度

現状値 目標値 実績値 達成度 目標値 実績値 達成度 目標値 見込み

実績値 -

目標値

実績値 -

目標値

H30 R1 R5

日頃からスポーツに取り
組んでいる市民（20歳以
上）の割合

市民のスポーツ実施割
合を示す指標

出典：まちづくり市
民アンケート
問：あなたは運動を
どの程度行ってい
ますか。
（1）毎日行っている
（2）週に3回以上
行っている　（3）週
に1回程度行ってい
る　（4）月に1回程
度行っている　（5）
年に数回程度行っ
ている　（6）ほとん
ど行っていない
（1）（2）（3）と答えた
20歳以上の市民の
割合

％

目標値 48.5 52.6 56.7 65.0

実績値 46.8 44.3 48.0 -

政　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ３ ０ 年 度 実 績 評 価 ） 

総
合
計
画
中
期
プ
ラ
ン

政策№ 3-4 政策名 スポーツの振興
政策の

目指す姿

いつでも、どこでも、いつまでも
スポーツに親しみ、元気に活動
しています

政策
主管課

スポーツ振興課
政策主管
課長名

鈴森直明

政策の方針

　市民が気軽にスポーツに親しむためには、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツできる環境づくりが必要です。
　そのために、地域における生涯スポーツを推進し、スポーツに親しむ機会を提供するほか、競技スポーツのレベル向上や
大規模スポーツ大会の開催によるスポーツ交流の拡充を通じてスポーツへの関心が高まるよう取り組みます。

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたのか）

成果指標の測定企画
(どのように実績を把握する

のか）
単位 区分

Ｈ27
（基準年度）

H29

198
千人

150
千人

120件

130
千人

↘

↘

↘
117
千人

b

b

c

191
千人

156
千人

c

120件 124件 a

19５
千人

134
千人

c

－政策評価シート1－
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４　政策の総合的な評価

５　政策を構成する施策一覧

3

施策名 大規模スポーツ大会の開催
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 D Ｈ30 C

[課題]
・大規模スポーツ大会やイベントの入込者数は増加しているが、大会や合宿の誘致件数は横ばいの状態である。

[今後の方向性]
・大規模大会開催や合宿誘致については、市民や各競技団体の会場利用を優先しながら、比較的会場確保がしやすい平日を中心に
進めていくこととする。

2

施策名 競技スポーツの推進
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 B Ｈ30 A

[課題]
・県大会以上の出場件数は増加しているが、全国レベルの大会出場件数が減少している。

[今後の方向性]
・選手の強化支援策については、花巻市体育協会とも意見交換しながら、効果的な方法を検討していく。

1

施策名 生涯スポーツの推進
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 B Ｈ30 C

[課題]
・運動をほとんど行っていない市民の割合が３９．２％（市民アンケート）があり、依然高い傾向にある。
・老朽化が進んでいるスポーツ施設がある。

[今後の方向性]
・スポーツ教室については、参加者からの聞き取りやアンケートなどにより需要を把握し、ニーズの低い教室の廃止や新しい教室の開催
など適宜見直しを進める。
・早起きマラソンについてが、花巻地域以外での実施を広く呼びかけしつつも、現状では会場の世話人の問題や児童・生徒数の減少に
より、今後の増加は難しいことから、現在の会場数及び参加者数減少の抑制を目指す。

評価区分 政策の課題と要因

Ｃ-④
　早起きマラソンの参加者数は、児童・生徒数の減少が延べ参加者数という指標に大きく影響
するため、今後指標の見直しを図っていく必要がある。
はなまきスポーツコンベンションビューローが大規模スポーツ大会やイベントの誘致活動を行っ
ており、平成28年の希望郷いわて国体以降の入込者数が減少している。市民や各競技団体の
会場利用の調整を図りながら、今後も大会等の誘致を進めていくこととする。
また、花巻市体育協会が行っている市民向けのスポーツ教室の充実や市民からスポーツ教室
の依頼があった場合のスポーツ推進委員や地域スポーツ普及員の派遣など、気軽にスポーツ
に取り組みやすい環境を整えていく。

遅れている Ｄ

政策に対する施策の達
成度

成
果
指
標
達
成
度

☆

④ ③ ②

A

Ｂ

Ｃ

①

－政策評価シート2－


